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体
と
す
る
水
産
環
境
整
備
事
業
な
ど
の
漁

場
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ふ
の
り
漁

場
の
造
成
や
ヒ
ト
デ
駆
除
事
業
に
よ
る
漁

場
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

ア
ザ
ラ
シ
対
策
に
つ
い
て
は
、
環
境
省

が
主
体
と
な
り
秋
さ
け
定
置
網
等
の
被
害

防
除
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
一
刻

も
早
い
効
果
の
あ
る
防
除
対
策
の
確
立
を

要
請
す
る
と
と
も
に
、
町
も
本
年
度
設
置

さ
れ
る
予
定
の
「
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
保

護
管
理
協
議
会
」
で
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

え
り
も
栽
培
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

８
月
下
旬
よ
り
当
町
海
域
で
の

万
９
千

11

尾
を
含
め
日
高
管
内
に

万
尾
を
放
流
す

40

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
水
産
資
源
の
増
大
を
目
的
と
し

た
、
ハ
タ
ハ
タ
、
マ
ガ
レ
イ
の
種
苗
生
産

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
エ
ゾ
ボ
ラ
（
真

ツ
ブ
）
に
つ
い
て
は
、
種
苗
生
産
と
産
卵

生
態
の
解
明
に
向
け
て
飼
育
試
験
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
エ
ゾ
バ
イ

（
豆
ツ
ブ
）
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
が
集

め
た
母
貝
を
飼
育
し
、
産
卵
さ
せ
た
後
に

卵
塊
の
放
流
を
実
施
し
ま
す
。

商
工
観
光
業
の
振
興

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
え
り
も
観

光
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
え
り

も
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
食
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
募
集
し
、
当
町
の
豊
か
な
資
源

を
活
用
し
た
体
験
型
・
滞
在
型
の
観
光
地

づ
く
り
を
推
進
す
る
予
定
で
す
。

農
業
の
振
興

肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
構
造
的
な
素
牛

不
足
か
ら
堅
調
な
価
格
で
推
移
し
て
い
る

た
め
、
優
良
繁
殖
後
継
牛
保
留
奨
励
事
業

や
黒
毛
和
牛
改
良
組
合
の
活
動
支
援
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
有
牧
野
に

つ
い
て
、
平
成

年
度
か
ら
５
年
計
画
で

26

道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る
草

地
更
新
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
に
つ

い
て
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

林
業
の
振
興

本
年
度
よ
り
、
ひ
だ
か
南
森
林
組
合
が

計
画
し
て
い
る
未
利
用
間
伐
材
や
林
地
残

材
を
活
用
し
た
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

用
チ
ッ
プ
生
産
事
業
」
に
つ
い
て
、
町
も

積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

緑
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
え
り
も
岬
の

緑
を
守
る
会
の
事
業
と
し
て
、
春
に
は
植

樹
祭
を
行
い
、
秋
に
は
針
葉
樹
か
ら
広
葉

樹
へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
保
育
事
業
を

行
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
事
業
も
、
町
民
の

参
加
・
協
力
に
よ
り
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
高
一
貫
教
育
の
中

で
、
生
徒
が
緑
化
事
業
の
歴
史
を
学
び
、

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
緑
化
事
業

を
若
い
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

森
林
基
幹
道
「
え
り
も
線
」
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
十
三
間
橋
と
荻
内
橋
の
２
つ

の
橋
梁
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

エ
ゾ
シ
カ
等
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
駆
除
と
、
定
期

的
な
侵
入
防
止
柵
の
保
守
点
検
を
行
い
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特

に
、
え
り
も
岬
国
有
林
地
域
や
銃
猟
禁
止

区
域
な
ど
捕
獲
で
き
な
い
場
所
の
駆
除

も
、
昨
年
同
様
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

安
全
に
十
分
配
慮
し
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

保
健
予
防
活
動

当
町
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
約

％
19

で
、
全
道
の
平
均
値
よ
り
も
5
.
8
ポ
イ

ン
ト
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

特
定
健
診
に
限
ら
ず
、
町
が
実
施
し
て
い

る
各
種
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
自
分

自
身
の
健
康
状
態
を
知
る
う
え
で
も
、
極

め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

受
診
勧
奨
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
生

活
習
慣
病
の
根
本
的
な
対
策
と
な
る
食
生

活
の
改
善
や
適
度
な
運
動
な
ど
、
保
健
予

防
に
も
重
点
を
置
い
た
保
健
指
導
や
栄
養

指
導
な
ど
に
つ
い
て
、
保
健
師
を
中
心
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

感
染
症
予
防
対
策
で
は
、
定
期
の
予
防

接
種
事
業
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
乳
幼
児
な
ど
が
罹
患
す
る
危
険
性

の
低
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成

年
度

執
行
方
針

27
新
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
決
ま
る

３
月
定
例
町
議
会
が
３
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１３

町
長
と
教
育
長
が
述
べ
た
新
年
度
の
執
行
方
針
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

た
く
ま
し
く
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

水
産
業
の
振
興

当
町
の
主
要
産
業
で
あ

る
昆
布
漁
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
昆
布
資
源
の
維

持
増
大
と
安
定
化
を
目
的

に
、
雑
海
藻
の
駆
除
を
主

行政執行方針
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を
図
る
と
と
も
に
、
本
年
度
か
ら
、
先
発

医
薬
品
を
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る
方
の

一
部
を
対
象
と
し
て
、
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
と
の
差
額
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

本
年
度
か
ら
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
回
の
計
画
か

ら
、
介
護
保
険
料
の
算
定
は
、
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
た
負
担
を
よ
り
平
準
化
す

る
た
め
に
、
所
得
階
層
区
分
を
６
段
階
か

ら
９
段
階
へ
と
細
分
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
占

め
る
介
護
保
険
料
の
割
合
が

％
か
ら

21

22

％
に
変
更
に
な
る
こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
上
昇
を
見
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
介

護
保
険
料
は
標
準
月
額
で
3
3
0
円
、
年

歯
科
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
北
海
道
大
学
歯
学
部
及
び
学
校
歯
科
医

の
先
生
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
年
に
２
回
の
歯
科
健
診
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
福
祉
支
援

本
年
度
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
介
護
予
防

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
関
節
の

疾
患
に
よ
り
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
筋
力

の
強
化
を
目
的
と
す
る
軽
度
の
運
動
を
予

防
事
業
に
取
り
入
れ
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
活
動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
え
り
も
福
祉
会

が
実
施
し
て
い
ま
す
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、
高
齢
者
の
方
々
の
外
出
機
会
の
確
保

と
充
実
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
孤
独
や

孤
立
な
ど
の
不
安
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
移
動
手
段
と
な
る
送
迎
バ
ス
の

更
新
に
つ
い
て
、
財
政
的
な
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

障
が
い
者
へ
の
福
祉
支
援

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
、「
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
支
え
合

い
、
地
域
で
生
き
生
き
と
明
る
く
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指
す
」
と
い

う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基

づ
き
、
障
が
い
者
の
方
の
自
立
と
社
会
参

加
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
障
が
い
者
相

談
支
援
事
業
所
う
い
ず
を
は
じ
め
と
す
る

福
祉
関
係
事
業
所
な
ど
と
の
連
携
を
強
化

し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

生
活
習
慣
病
に
代
表
さ
れ
る
疾
病
構
造

の
変
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ

り
、
医
療
保
険
財
政
の
状
況
は
益
々
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
持
続

可
能
な
制
度
の
確
立
を
目
指
す
た
め
の
方

策
と
し
て
、
都
道
府
県
を
単
位
と
す
る
国

民
健
康
保
険
の
運
営
が
予
定
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
国
保
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携

診
療
所
の
運
営

内
視
鏡
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
の

入
れ
替
え
に
合
わ
せ
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
を
新
た
に
導
入
し
、
大
腸
カ
メ

ラ
検
査
を
３
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
よ
り
、
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
大

腸
に
関
す
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
の
消
費
税
の
引
上
げ
や
診
療
報
酬

の
改
定
に
よ
り
、
診
療
所
の
運
営
は
よ
り

一
段
と
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
が
、
町

民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
地
域
医
療

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
料
の
改
定

本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
お
い
て
、
保
育

料
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
。

国
の
新
制
度
に
よ
る
保
育
料
取
り
扱
い

の
主
眼
は
、
世
帯
の
所
得
状
況
な
ど
を
勘

案
し
て
定
め
る
応
能
負
担
や
階
層
区
分
の

税
額
が
所
得
税
か
ら
町
民
税
に
変
更
、
ま

た
、
同
時
に
入
所
す
る
第
３
子
以
降
は
無

料
に
す
る
も
の
で
す
。

当
町
の
保
育
料
は
、
階
層
区
分
が
国
基

準
と
違
う
こ
と
や
、
多
子
軽
減
に
お
い
て

も
第
３
子
以
降
は
１
割
負
担
と
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
た
め
、
新
制
度
の
施
行
に
合

わ
せ
た
保
育
料
の
改
定
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

額
で
3
,
9
6
0
円

の
増
と
な
り
ま
す
。

本
町
の
介
護
保
険

料
は
、
日
高
管
内
の

平
均
標
準
月
額
よ
り

も
若
干
高
い
状
況
で

す
が
、
引
き
続
き
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
、
適
正
な
給
付

を
図
る
た
め
、
介
護

保
険
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

栄養教室

国民健康保険運営協議会（3月3日開催）
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改
定
の
方
針
と
し
て
は
、
各
階
層
の
基

準
は
国
の
階
層
基
準
を
基
本
と
し
低
所
得

者
層
へ
の
配
慮
や
、
所
得
に
応
じ
た
階
層

設
定
と
し
て
負
担
の
公
平
性
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
多
子
軽
減
に
つ
い
て
も
国
の

基
準
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

防
災
・
減
災
対
策

減
災
・
防
災
対
策
と
し
て
、
自
治
会
を

単
位
と
し
た
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

に
取
り
組
み
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
新
た

な
住
民
組
織
と
と
も
に
、
地
域
ご
と
の
津

波
避
難
計
画
の
策
定
及
び
災
害
時
に
自
力

で
避
難
が
難
し
い
方
々
の
具
体
的
な
支
援

の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

年
次
計
画
で
実
施
し
て
い
る
毛
布
や
食

糧
な
ど
災
害
用
備
蓄
資
材
等
の
避
難
所
へ

の
設
置
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
の
推
進

多
く
の
方
が
痛
ま
し
い
交
通
事
故
の
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
中
、
当
町
で
も
、
昨
年

４
月

日
に
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

30

平
成

年

月

日
か
ら
継
続
し
て
い
た

18

10

10

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
」
が
2
,
7
5

9
日
で
残
念
な
が
ら
途
切
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
浦
河
警
察
署
を
は
じ
め
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
町
民
と
一
体
と

な
っ
た
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

建
設
土
木
関
係
事
業

町
道
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
と

し
て
「
新
浜
団
地
１
号
線
」
の
改
良
舗
装

工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
浜
地
区

残
り
２
路
線
に
つ
い
て
も
事
業
が
実
施
で

き
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

町
単
独
の
土
木
事
業
や
改
良
舗
装
工
事

は
、
地
区
別
町
政
懇
談
会
な
ど
に
お
け
る
要

望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
事
業
の
緊
急
性
と
将

来
的
な
維
持
補
修
等
を
考
慮
し
て
、
住
民
生

活
の
安
全
性
か
つ
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

え
り
も
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
老

朽
化
対
策
改
良
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

既
存
施
設
の
南
外
防
波
堤
か
さ
上
げ
改
良

に
よ
る
出
入
港
の
安
全
な
航
行
の
確
保

や
、
港
湾
機
能
の
拡
充
と
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
国
道
3
3
6
号
「
襟
広
防

災
事
業
」
の
早
期
完
成
を
は
じ
め
、
越
波

防
止
対
策
の
継
続
と
国
道
の
さ
ら
な
る
安

心
安
全
の
確
保
、
一
般
海
岸
保
全
事
業
な

ど
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
も
、
早
期
に
実

施
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機
関
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

住
環
境
の
整
備

公
営
住
宅
は
、
平
成

年
度
に
策
定
し

22

た
「
え
り
も
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

水
道
事
業

安
心
で
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
、
施
設
点
検
整
備
、
情
報
管

理
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
が

進
む
施
設
の
維
持
、
管
理
を
徹
底
し
、
現

有
施
設
を
少
し
で
も
長
く
使
用
す
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
、
西
部
簡
易
水
道
で
地
下
水

の
利
活
用
が
可
能
か
を
概
略
的
に
調
査
す

る
ほ
か
、
新
浜
地
区
で
配
水
管
の
更
新
工

事
を
、
東
部
簡
易
水
道
で
は
庶
野
地
区
で

配
水
管
の
更
新
や
拡
張
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
全
域
で
、
検
満
メ
ー
タ
ー

の
更
新
工
事
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
は
、
現
在
ま
で
全
体
計
画
面

積
1
5
2
.
7

の
う
ち
、
1
1
3
.
8

ha

ha

の
整
備
を
終
え
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
一
部
供
用
を
開
始
し

14

て
以
降
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
生
活
排
水

の
浄
化
及
び
公
共
水
域
の
水
質
保
全
な
ど

に
寄
与
し
な
が
ら
、
快
適
な
生
活
環
境
の

改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
接
続
状
況
は
、
全
対
象
戸
数

1
,
2
3
1
戸
の

.
4
％
に
当
た
る
、

69

8
5
4
戸
が
接
続
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
接
続
の
推
進
を
重
点
課
題
と
し
て
、

事
業
効
果
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
確
保

庶
野
・
広
尾
間
で
委
託
運
行
を
行
っ
て
い

る
バ
ス
輸
送
に
つ
い
て
は
、
沿
線
住
民
の

「
足
」
と
し
て
大
切
な
公
共
交
通
機
関
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
広
尾
町
と
連
携
を
密
に
し
、

そ
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
営
業
時
間
の
短
縮
や
予
約
制
と

な
っ
て
い
る
町
内
の
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

も
、
路
線
バ
ス
と
同
様
、
町
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
公
共
交
通
で
あ
り
、
事
業
者
へ

の
助
成
を
含
め
、
町
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

画
」
に
基
づ
き
、
本
年
度
も
大
和
Ｃ
団
地

公
営
住
宅
１
棟
４
戸
の
建
て
替
え
を
実
施

す
る
と
と
も
に
「
え
り
も
町
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

既
設
の
公
営
住
宅
、
町
営
住
宅
に
つ
い

て
も
修
繕
工
事
等
を
計
画
的
に
進
め
良
質

な
住
宅
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
個
人
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
住
宅

改
修
等
助
成
補
助
事
業
」
を
引
き
続
き
実

施
し
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。整備が進む公営住宅
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み
ん
な
で
歩
む
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
の
策
定

町
づ
く
り
の
基
本
方
針
や
目
標
を
定
め

た
第
５
期
え
り
も
町
総
合
計
画
が
最
終
年

度
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
な

総
合
計
画
の
策
定
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
国
の
重
点
政
策
で
あ
る
地

方
創
生
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
５

か
年
の
目
標
や
施
策
を
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
も
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、
総
合
計
画
と
総
合
戦

略
を
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
町

民
の
代
表
に
よ
る
審
議
会
の
議
論
を
経

て
、
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
と
、
め
ざ
す

べ
き
町
の
将
来
像
を
明
確
に
提
示
し
、
次

の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
げ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

平
成

年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
に
お

27

い
て

億
円
と
、
前
年
度
当
初
と
比
較
し

47

て
3
億
7
,
0
0
0
万
円
、
8
.
5
％
増

の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計

を
加
え
た
合
計
で
も

億
2
,
1
0
0

70

万
円
で
対
前
年
比
5
億
1
0
0
万
円
、

7
.
7
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

増
加
の
要
因
は
、
え
り
も
岬
小
学
校
外

壁
等
改
修
工
事
等
を
含
め
た
公
共
施
設
の

維
持
補
修
工
事
な
ど
の
事
業
費
の
増
加
や

昨
年

月
か
ら
お
礼
の
品
を
送
付
す
る
こ

12

と
に
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
非
常
に

好
評
で
あ
り
、
そ
の
事
業
経
費
を
新
た
に

計
上
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

昨
年
末
に
新
政
権
が
発
足
し
地
方
へ
の

好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
を

閣
議
決
定
し
、
破
格
の
予
算
措
置
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
総
額
が
平
成

年
度
を
ピ
ー
ク

24

に
３
年
連
続
で
前
年
度
を
下
回
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、

「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

を
新
た
に
創
設
し
て
確
保
さ
れ
た
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
算
定
方
法
が
各
自

治
体
の
行
革
努
力
や
地
域
経
済
活
性
化
の

成
果
指
標
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の

「
必
要
度
」
と
こ
れ
ま
で
の
「
成
果
」
で

算
定
さ
れ
る
な
ど
、
当
町
へ
の
交
付
額
が

ど
の
程
度
に
な
る
か
把
握
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
自
主
財
源

に
あ
た
る
町
税
の
伸
び
も
今
後
は
大
き
く

望
め
な
い
こ
と
か
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
維
持
し
つ
つ
、
細
部
に
わ
た
り
経
常

経
費
を
可
能
な
限
り
抑
制
す
る
な
ど
、
財

政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、
財
政
の
健
全
化

に
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
し
た
。

本
年
度
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
環
境

の
下
で
、
山
積
す
る
喫
緊
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
町
民
が
将
来
に
対

学
校
教
育
の
推
進

学
校
教
育
推
進
の
基
本
姿
勢

学
校
に
お
い
て
は
、
常
に

「
教
育
の
不
易
と
流
行
」
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、「
知
・

徳
・
体
の
調
和
の
取
れ
た
教

育
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

各
学
校
が
経
営
の
８
つ
の
基
盤
「
教
育
課

程
、
生
徒
指
導
、
服
務
・
勤
務
、
健
康
安
全
、

保
護
者
・
団
体
・
関
係
機
関
、
施
設
管
理
、
個

人
情
報
、
組
織
運
営
」
を
経
営
危
機
管
理
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
据
え
て
学
校
経
営
に
当
た

る
よ
う
、
指
導
助
言
し
て
い
き
ま
す
。

当
町
の
顔
で
あ
る
「
中
・
高
一
貫
教
育

に
係
る
連
携
」
や
「
小
・
中
・
高
の
接
続

を
図
る
取
組
」
の
充
実
を
図
り
、「
チ
ー
ム

え
り
も
」
を
合
言
葉
に
「
え
り
も
の
教
育
」

に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る
知
・
徳
・
体
の
調

和
の
取
れ
た
教
育

茨
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
る
教
育
活
動
の

充
実

え
り
も
の
子
ど
も
た
ち
が
地
元
で
も
地

元
外
で
も
、
し
っ
か
り
と
自
ら
の
力
で
力

強
く
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
思

考
・
判
断
・
表
現
す
る
力
、
い
わ
ゆ
る
応

用
力
が
身
に
付
く
基
礎
学
力
を
育
む
よ

う
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
車
の
両
輪
と

な
っ
て
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

年
度
は
、
次
の
７
点
、
①
学
力
向
上

27
に
係
る
学
校
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
と
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
え
り
も
町
学
力

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
取
組
、

②
４
つ
の
方
策
（
学
習
規
律
の
最
低
基
準

の
徹
底
、
板
書
と
整
合
し
た
ノ
ー
ト
指

導
、
定
着
の
段
階
を
位
置
付
け
た
指
導
過

し
て
、
安
心
し
て
、
自
ら
の
暮
ら
し
に
明

確
な
見
通
し
や
希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

教育行政執行方針

程
、
積
極
的

な
他
校
と
の

研
修
交
流
）

の
授
業
改
善

の
徹
底
・
継

続
、
③
道
教

委
指
定
「
学

校
力
向
上
事

業
」
を
柱
と

し
た
小
・
中

学
校
一
体
と

教育向上対策委員会実践交流会
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な
っ
た
校
内
研
究
の
継
続
、
④
放
課
後
や

長
期
休
業
中
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
等
、
基
礎

学
力
の
定
着
と
家
庭
学
習
の
習
慣
化
、
⑤

え
り
も
小
学
校
、
え
り
も
中
学
校
に
お
け

る
習
熟
度
別
学
習
や
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
指
導
、
準
入
学
選
抜
試

験
に
向
け
た
数
値
目
標
を
定
め
た
取
組
、

⑥
学
校
支
援
員
配
置
に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー

ト
や
学
校
運
営
へ
の
支
援
、
⑦
実
物
投
影

機
を
生
か
し
た
授
業
の
工
夫
を
進
め
る
こ

と
平
成

年
度
ま
で
に
、
全
国
学
力
・
学

28

習
状
況
調
査
で
は
、
基
礎
力
８
割
、
応
用

力
６
割
以
上
達
成
の
数
値
目
標
を
掲
げ
る

中
、
平
成

年
度
は
、
段
階
的
な
数
値
目

27

標
を
設
定
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

芋
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育

活
動
の
充
実

今
日
、
学
校
に
お
い
て
は
、
善
悪
の
判

断
力
や
思
い
や
り
、
助
け
合
い
の
心
な

ど
、
道
徳
心
を
育
む
こ
と
が
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
は
、「
人
間
と
し

て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
強
い
意

識
を
育
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
道
徳
教
育
の
推
進
と
生
徒
指
導
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

年
度
は
、
ま
ず
豊
か
な
心
の
育
成
と

27
し
て
、
道
徳
教
育
と
生
徒
指
導
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
次
の
６
点
、
①
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
教
育
相
談
の
工
夫
改
善
、

②
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
た
道

徳
授
業
の
充
実
と
家
庭
と
の
連
携
、
③
道

徳
教
育
推
進
教
師
が
柱
と
な
っ
た
体
制
の

充
実
、
④
町
内
一
丸
と
な
っ
た
生
徒
指
導

連
絡
協
議
会
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

の
取
組
、
⑤
「
い
じ
め
根
絶
標
語
」
や

「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
」
運
動
の
推
進
、

⑥
「
い
じ
め
ゼ
ロ
、
体
罰
ゼ
ロ
の
学
校
」

の
推
進
と
す
る
こ
と
と
し
、
日
常
観
察
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
教
育
相
談
の
工
夫
改

善
、「
道
徳
の
時
間
」
の
充
実
と
、
家
庭
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
を
重
点
と
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

健
や
か
な
体
の
育
成
に
つ
い
て
で
す
。

年
度
は
、
次
の
５
点
、
①
「
体
力
向

27
上
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
１
校
１
実
践
の
継
続
、

②
新
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
体
力
向
上
の

取
組
、
③
フ
ッ
化
物
洗
口
の
推
進
、
④
防

犯
・
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
実
施
⑤
地
域

を
含
め
た
防
災
教
育
、
防
災
訓
練
等
を
推

進
し
、
薬
物
乱
用
教
室
や
防
災
教
育
を
重

点
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

鰯
児
童
生
徒
の
自
立
を
目
指
す
特
別
支
援

教
育

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
自
立

を
促
す
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
や
支
援
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

年
度
は
、
次
の
３
点
、
①
個
に
応
じ

27

た
特
別
支
援
学
級
の
充
実
、
②
「
個
別
の

教
育
支
援
計
画
」
と
「
個
別
の
指
導
計
画
」

の
充
実
、
③
児
童
生
徒
支
援
や
指
導
体
制

の
連
携
等
を
一
層
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高
等
学
校
教
育
の
充
実

茨
進
路
実
現
を
目
指
す
教
育
活
動
の
充
実

え
り
も
高
校
に
お
い
て
は
、「
え
り
も

の
子
は
え
り
も
で
育
て
る
」
と
い
う
、「
え

り
も
の
教
育
」
の
最
終
章
の
場
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
活
を
通
し
て
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
願
い
が
実
を
結
ぶ
進

路
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。

年
度
は
、
次
の
４
点
、
①
習
熟
度
に

27
応
じ
た
少
人
数
指
導
や
課
外
講
習
の
継

続
、
②
定
期
考
査
前
補
習
、
校
種
連
携
を

図
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
③
高
校
の

部
活
動
の
活
性
化
、
④
当
町
の
自
然
や
産

業
に
目
を
向
け
た
教
育
活
動
、
⑤
き
め
細

か
な
生
徒
指
導
と
家
庭
と
の
連
携
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
え
り
も
高
校
の
発
展
を
目
指

し
、
他
町
か
ら
の
生
徒
へ
の
配
慮
も
含
め

て
経
営
に
当
た
り
ま
す
。

芋
自
国
と
他
国
の
文
化
等
の
よ
さ
を
実
感

で
き
る
海
外
研
修
の
充
実

当
町
に
お
い
て
は
、「
え
り
も
高
校
な
ら

で
は
の
教
育
事
業
」
と
し
て
、
大
韓
民
国
へ

の
海
外
研
修
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
度
は
、
意
義
を
深
め
な
が
ら
目
的

27
を
明
確
に
し
た
研
修
の
計
画
・
実
施
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
し
て

１
名
が
同
行
視
察
し
、
今
後
の
海
外
研
修

の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
の
充
実
と
小
中
高
の
接
続

当
町
の
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
も

年
12

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

年
度
は
、
連
携
で
は
次
の
５
点
、
①

27
英
語
に
加
え
数
学
の
「
中
高
一
貫
教
育
講

師
」
兼
務
発
令
や
複
数
教
科
の
乗
り
入
れ

授
業
、
②
進
路
連
携
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
、

③
「
百
人
浜
に
学
ぶ
」
環
境
教
育
、
④
中
・

高
連
携
の
教
科
等
の
教
育
課
程
⑤
活
性
化

を
図
る
中
高
連
携
の
部
活
動
の
設
定
・
運

営
を
進
め
ま
す
。

小
・
中
・
高
の
接
続
で
は
、
英
語
、
漢

字
、
数
学
検
定
を
一
層
進
め
る
こ
と
を
は

じ
め
、
次
の
３
点
、
①
小
・
中
・
高
を
通

じ
た
組
織
的
・
系
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
具
現
化
、
②
指
導
主
事
訪
問
時
の
他
校

を
含
め
た
授
業
交
流
や
研
究
協
議
、
③
教

科
等
の
学
び
の
連
続
性
を
推
進
し
て
い
き

り
ま
す
。

中
で
も
、
吹
奏
楽
等
の
連
携
型
部
活

動
、
連
携
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
各
種
の
授
業

交
流
・
協
議
を
積
極
的
に
進
め
、
実
と
な

る
連
携
と
接
続
と
な
る
よ
う
、
指
導
助
言

し
て
い
き
ま
す
。
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信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

学
校
が
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め
に

は
、「
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
る
」

学
校
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。
ま
た
、
教
員
と
教
員
、
教
員
と

地
域
・
保
護
者
が
信
頼
の
絆
に
満
ち
た
学
校

経
営
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

年
度
は
、

年
度
の
成
果
を
踏
ま

27

26

え
、
次
の
５
点
、
①
「
積
極
的
な
８
つ
の

危
機
管
理
」、
②
「
Ｋ
（
交
通
法
規
の
遵
守
）

Ｔ
（
体
罰
の
防
止
）
Ｓ
（
セ
ク
ハ
ラ
行
為

の
禁
止
）
の
誓
い
」、
③
服
務
・
勤
務
の
徹

底
、
④
積
極
的
な
指
導
主
事
訪
問
の
要

請
、
⑤
「
開
か
れ
た
学
校
」
の
推
進
を
引

き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

社
会
教
育
推
進
の
基
本
姿
勢

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
町
民

憲
章
の
具
現
化
を
目
指
す
「
ま
ち
づ
く
り
」

運
動
を
柱
と
し
て
、
生
涯
を
通
じ
て
積
極
的

に
学
ぶ
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
社
会
の
急
激

な
変
化
に
よ
り
、
地
域
力
の
衰
退
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
地
域
の
活
性
化
を
担
う

人
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

年
度
は
、
社
会
教
育
に
役
立
つ
資
源

27

を
十
分
に
生
か
し
て
、
地
域
人
材
の
活
用

を
積
極
的
に
進
め
る
施
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
事
業
等
の
企
画
、
運
営
の
創
意

工
夫
を
一
層
図
り
ま
す
。

社
会
教
育
活
動
の
充
実

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
町
民
が
日

常
的
に
気
軽
に
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
を
中
心
と
し
て
各

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
し
た
。

年
度
は
、
町
民
が
健
康
で
明
る
い
生

27
活
を
送
る
た
め
に
、
日
々
学
ん
だ
こ
と
が

生
か
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
各
関

係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
社
会
教
育

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成

年
度
に
開
設
し
た
「
放
課
後
児

24

童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
で
４

年
目
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
運
営
の
工
夫

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
振
興

地
域
で
の
暮
ら
し
を
質
的
に
向
上
さ

せ
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
果

た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
が
進
め
る

主
体
的
な
文
化
活
動
へ
の
積
極
的
な
支
援

と
地
域
に
お
け
る
環
境
整
備
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

年
度
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
各
種

27

サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
や
各
団
体
に
よ
る

発
表
機
会
の
拡
充
を
よ
り
一
層
図
っ
て
い

き
ま
す
。

地
域
文
化
の
継
承

文
化
財
係
及
び
郷
土
資
料
館
で
は
、
当
町

の
歴
史
・
自
然
・
文
化
を
地
域
づ
く
り
に
活

用
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
自

然
の
保
護
等
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

年
度
は
、
当
町
指
定
文
化
財
「
猿
留

27
山
道
」
を
国
指
定
文
化
財
史
跡
に
格
上
げ

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
指
定
無
形
文
化
財
「
え
り
も
駒
踊
り
」

「
襟
裳
神
楽
」
の
郷
土
芸
能
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
会
に
よ
り
後
継
者
育
成

に
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
が
地
域
へ
の
愛
着
を
一
層
も
つ
こ

と
が
で
き
る
、
ま
た
、
観
光
客
に
も
当
町

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
観
察
会
等
の

機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

学
芸
員
資
格
等
を
有
す
る
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
を
資
料
館
に
配
置
し
、
町
全

体
の
地
域
活
性
化
の
推
進
に
当
た
っ
て
い

き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
町
民
の
交
流
を

促
し
健
康
を
維
持
増
進
す
る
役
割
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
が

大
切
で
す
。

年
度
は
、
関
係
団
体
と
一
層
連
携

27
し
、
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供
や
体
育
館
の

利
用
の
工
夫
等
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民

が
今
ま
で
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
等
を

計
画
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

事
務
局
業
務
の
推
進

学
校
教
育
課
業
務

年

度

は
、
早

め
の

計

画
・
レ

ク

27
チ
ャ
ー
、
奨
学
資
金
業
務
等
、
一
層
迅
速
、

適
切
に
行
う
よ
う
、
積
極
的
な
業
務
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
課
業
務

年
度
は
、
①
青
年
団
体
連
盟
に
関
す

27
る
各
種
会
議
・
事
業
の
充
実
、
②
出
前
講

座
等
へ
の
指
導
者
養
成
や
発
掘
等
の
推

進
、
③
移
動
図
書
館
巡
回
文
庫
や
読
書
活

動
等
、
本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

えりも町指定無形文化財

「襟裳神楽」
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すこやか赤ち
ゃん誕生祝金
の変更
第２子以降のお子さんが生ま

れた場合、増額になります

架 町民生活課社会係（緯隠4621）

町
の
子
育
て
支
援
政
策
で
、
お
子
さ
ん

が
生
ま
れ
た
と
き
に
支
給
し
て
い
る
「
す

こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
」
が
、
４
月

か
ら
第
２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

た
場
合
、
増
額
し
て
支
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
祝
い
金
は
、
お
子
さ
ん
の
人

数
に
関
係
な
く
、
出
生
児
１
人
に
つ
き
３

万
円
を
支
給
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
１
万

円
分
を
町
内
の
商
店
で
使
え
る
「
え
り
も

子
育
て
応
援
券
」、
残
り
２
万
円
を
応
援

券
か
現
金
（
口
座
振
込
も
可
能
）
ど
ち
ら

か
を
選
択
し
て
も
ら
い
、
支
給
し
て
い
ま

し
た
。

今
後
は
、
４
月
１
日
以
降
に
２
人
目
の

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
ま

で
の
３
万
円
に
応
援
券
２
万
円
分
を
加
え

て
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
祝
い
金
の
申
請
に
当
た
っ
て

は
、
印
鑑
と
預
金
通
帳
（
現
金
を
口
座
振

込
で
選
択
し
た
場
合
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
上
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第２子

以降
第１子

50,000円30,000円支給総額

30,000円10,000円子育て応援券支
給
内
訳

20,000円20,000円

子育て応援券

または現金を

選択

渇４月からのすこやか赤ちゃん誕生祝金

えりも風の子
商品券の取扱
事業所を募集
登録募集の締切は4/30まで

町
で
は
高
校
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん

が
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
応
援
を
目
的

に
、
今
年
度
に
限
り
町
内
の
商
店
で
使
え

る
商
品
券
「
え
り
も
風
の
子
商
品
券
」
を

１
万
円
分
給
付
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
商
品
券
の
取
扱
事
業
所

と
し
て
登
録
さ
れ
る
商
店
等
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

煙
登
録
店
舗
の
要
件

町
内
に
店
舗
が
あ
り
、
事
業
を
行
っ
て

い
る
者
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
者
は

除
き
ま
す
。

臼
町
内
に
住
所
が
な
い
個
人
事
業
主

渦
パ
チ
ン
コ
店
、
ス
ナ
ッ
ク
店
、
保
険

業
、
事
業
組
合
及
び
各
種
団
体
、
医

療
・
福
祉
関
係

嘘
そ
の
他
町
長
が
対
象
に
な
ら
な
い
と

認
め
た
者

煙
商
品
券
使
用
の
制
限

①
出
資
・
有
価
証
券
の
購
入
、
債
務
の
支

払
い
な
ど
消
費
に
当
た
ら
な
い
も
の

該
借
金
返
済
、
医
療
費
、
保
険
料

該
家
賃
、
地
代
、
月
謝
（
各
種
塾
、

華
道
、
茶
道
、
舞
踊
等
）

該
公
共
料
金
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
も

の
の
支
払
い

該
国
や
公
共
団
体
へ
の
支
払
い

②
商
品
券
、
プ
リ
ベ
ー
ト
カ
ー
ド
、
切

手
等
の
換
金
性
が
あ
り
、
ま
た
広
域

的
に
流
通
し
得
る
も
の
の
購
入

該
ビ
ー
ル
券
、
お
米
券
、
図
書
券
等

煙
登
録
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
振
込
口
座
を
確
認
で
き
る
も
の

煙
登
録
募
集
の
締
め
切
り

平
成

年
４
月

日
牙
ま
で

２７

３０

※
こ
の
日
を
過
ぎ
て
も
商
品
券
有
効
期

限
の
１
か
月
前
ま
で
受
け
付
け
ま
す

が
、
商
品
券
対
象
者
に
配
布
さ
れ
る

事
業
者
名
簿
に
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

架 町民生活課社会係（緯隠4621）
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３歳以上３歳未満
階層区分

標準時間短時間標準時間短時間

０円０円０円０円生活保護世帯陰

3,100円3,000円4,600円4,500円町民税非課税世帯隠

7,200円7,000円9,000円8,800円町民税均等割課税世帯韻

8,300円8,100円9,800円9,600円48,600円未満
町
民
税
所
得
割

吋

13,600円13,300円15,100円14,800円97,000円未満右

20,800円20,400円22,300円21,900円169,000円未満宇

29,000円28,500円30,600円30,000円301,000円未満烏

38,600円37,900円40,100円39,400円397,000円未満羽

45,400円44,700円46,800円46,000円397,000円以上迂

渇新しい保育料（えりも町は「短時間」で運用します）

町立保育所の
保育料が
変わります
子ども・子育て支援新制度

実施により

架 町民生活課社会係（緯隠4621）

４
月
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」が
始
ま
り
、保
育
料
を
始
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
変
更
に
対
応

す
る
こ
と
に
加
え
、
平
成
８
年
度
よ
り
据

え
置
い
て
い
る
保
育
料
の
額
に
つ
い
て
も

改
正
し
ま
し
た
。

煙
算
定
す
る
税
が
町
民
税
に
変
更

保
育
料
を
算
定
し
て
い
た
税
が
、
所
得

税
か
ら「
市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額（
以

下
「
町
民
税
所
得
割
」）」
に
変
わ
り
ま
す
。

※
注
１
…
町
民
税
所
得
割
は
、
税
額
控
除

（
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
、
配
当
控
除
、

外
国
税
額
控
除
、
寄
付
金
控
除
等
）
を
差

し
引
く
前
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

※
注
２
…
保
育
料
算
定
に
限
り
適
用
し
て

い
た
年
少
扶
養
控
除
と
特
定
扶
養
控
（
ど

ち
ら
も
税
制
改
正
に
よ
り
廃
止
）
は
、
新

制
度
で
は
適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

煙
保
育
料
の
切
り
替
え
時
期
が
２
回

４
月
～
８
月
の
保
育
料
は
平
成

年
度

26

町
民
税
所
得
割
、
９
月
～
３
月
の
保
育
料

は
平
成

年
度
町
民
税
所
得
割
に
よ
り
、

27

そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
す
。

保
育
料
を
納
め
る
納
付
書
も
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
４
月
と
９
月
に
届
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

煙
「
保
育
短
時
間
」
と
「
保
育
標
準
時
間
」

保
育
所
の
開
設
時
間
が
８
時
間
の
「
保

育
短
時
間
」
と

時
間
の
「
保
育
標
準
時

11

間
」
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
保
育
料
を
設
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
現
状
８
時
間
の
保
育
所
の
み

な
の
で
、
町
内
の
保
育
所
に
入
所
す
る
場

合
は
、
す
べ
て
「
保
育
短
時
間
」
の
保
育

料
と
な
り
ま
す
。

煙
保
育
料
の
見
直
し

臼
階
層
区
分

高
所
得
者
層
に
対
応
し
た
も
の
を
加

え
る
な
ど
、
国
が
定
め
た
も
の
を
基
本

に
設
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
低
所
得
者
層
に
配
慮
し
、
町

独
自
に
「

均
等
割
の
み
の
課
税
世
帯

」

を
加
え
ま
し
た
。

渦
保
育
料

階
層
区
分
ご
と
の
保
育
料
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

嘘
減
免

母
子
世
帯
、
在
宅
障
害
児
等
の
い
る

世
帯
で
、
第
２
階
層
に
該
当
す
る
場
合

は
無
料
と
し
ま
し
た
。
第
３
～
４
階
層

の
場
合
は
1
,
0
0
0
円
控
除
し
ま

す
。

唄
多
子
軽
減

保
育
所
を
同
時
に
利
用
す
る
場
合
の

保
育
所
保
育
料
は
、
２
人
目
を
半
額
、

３
人
目
を
無
料
と
し
ま
す
（
兄
弟
姉
妹

が
幼
稚
園
を
利
用
し
て
い
る
場
合
も
軽

減
算
定
の
数
に
含
め
ま
す
）。



10

大人の風しん
予防接種費用
を助成
４月1日から助成がスタート

架 保健福祉課保健予防係（緯隠4630）

風
し
ん
の
免
疫
を
持
た
な
い
妊
婦
さ
ん

が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
（
白
内
障
、
心
疾
患
、

難
聴
な
ど
を
主
症
状
と
す
る
病
気
）
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
妊
娠
中
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な

い
た
め
、
妊
婦
さ
ん
の
家
族
も
発
症
し
な

い
よ
う
に
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と

が
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予
防
に
繋
が

り
ま
す
。

町
で
は
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
大
人
の
風
し
ん
予
防

接
種
費
用
の
助
成
を
4
月
1
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。

煙
助
成
の
対
象
と
な
る
方

町
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の
臼
か

ら
嘘
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

臼
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い

る
、

歳
以
上

歳
未
満
（
※
１
）

19

50

の
女
性

渦
前
項
に
規
定
す
る
者
の
夫
（
※
２
）

嘘
妊
婦
の
夫
（
※
２
）
及
び
同
居
家
族

※
１
…
予
防
接
種
を
受
け
る
日
を
基
準
日

※
２
…
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
方
も
含
み
ま
す

解
次
の
方
は
対
象
外
で
す

該
妊
娠
し
て
い
る
方
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
の
あ
る
方

該
過
去
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
や
風
し
ん
に
対
す
る
抗
体
が

あ
る
方

該
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方

煙
助
成
内
容

「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
」
ま
た
は
「
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
の
い
ず
れ
か
を
、

1
人
1
回
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

煙
手
続
き
の
方
法

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
窓

口
ま
で
印
鑑
を
お
持
ち
願
い
ま
す
。

予
防
接
種
の
受
け
方
は
、
手
続
き
の
後

に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

煙
指
定
医
療
機
関

該
え
り
も
町
国
保
診
療
所

該
三
和
医
院
（
様
似
町
）

該
浦
河
赤
十
字
病
院

該
広
尾
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

煙
接
種
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項

風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
女
性
は
、

２
～
３
カ
月
は
妊
娠
す
る
こ
と
を
避
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
任
意
予
防
接

種
で
す
。
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
接

種
医
と
相
談
の
上
、
受
け
て
く
だ
さ
い
。

風しんの流行に注意が必要です外

平成２０年以降の国の調査では、

平成２５年が最も風しん患者の多い

年でした。

風しん患者の７割以上は男性

で、うち２０代から４０代が8割を占

めていました。２０代から４０代の男

性は１６％、女性は４％が風しんの

抗体を持っていません。

また、１０代のうち１０％の方が、

感染予防には不十分である低い抗

体という調査結果でした。

厚生労働省「風しんについて」より
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イ
オ
キ
シ
ン
等
の
有
害
物
質
が

発
生
し
、
健
康
被
害
の
原
因
に

も
な
る
た
め
、
一
部
例
外
規
定

を
除
き
、
原
則
と
し
て
国
の
法

律
（
廃
棄
物
処
理
法
）
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
い
て
も
、
ご
み
焼

き
を
原
因
と
す
る
火
災
が
例
年

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
火
入

れ
の
際
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

町
内
に
住
む
高
齢
者
の
健
康

増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目

的
に
、

歳
以
上
の
方
は
平
成

65

回数券シーズン券１日券区 分

2,000円10,000円200円高校生以上

町内者

使用料
1,000円2,000円100円中学生以下

1,600円8,000円160円高齢者※65歳以上

300円クラブ、ボール一式貸付料

渇新料金表（平成２７年４月１日以降）

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
枯
れ

草
や
枝
木
の
火
入
れ
を
行
う
機

会
が
増
え
る
時
期
と
な
り
ま

す
。火

入
れ
の
際
に
発
生
す
る
煙

を
火
事
と
間
違
え
、
付
近
住
人

よ
り
消
防
へ
通
報
が
来
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
火
入
れ
の

際
は
事
前
に
消
防
署
へ
連
絡
し

て
か
ら
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
廃
棄
物
（
家
庭
用
ご

み
等
）
の
野
外
焼
却
は
、
煙
や

悪
臭
に
よ
り
周
囲
の
住
人
に
迷

惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ

ごみ焼きは
違法行為です
火災や悪臭の原因に

65歳以上の方
はお得に外
パークゴルフ場使用料に高齢

者料金を新設

架 産業振興課商工観光係（緯隠4626）

架火入れ前後のご連絡、火災危険のある

火入れ現場の目撃等

消防えりも支署（緯渦２０３８）

架野外焼却による煙・悪臭等の苦情相談、

例外規定の詳細等

町民生活課環境生活係（緯渦４６２１）

年
度
か
ら
「
高
齢
者
料
金
」

27を
適
用
し
ま
す
。

煙
高
齢
者
料
金
の
概
要

高
校
生
以
上
の
料
金
よ
り

２
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

煙
ご
利
用
方
法

高
齢
者
料
金
で
利
用
す
る
場

合
は
、
町
内
在
住
の

歳
以
上

６５

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
免
許
証

な
ど
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

百人浜パークゴルフ場

4月２０日譲
午前９時
オープン(予定)

該営業期間

１０月３１日臥まで

該営業時間

午前９時～午後６時

※営業期間中は無休で

すが、悪天候の場合は

臨時休業することもあ

ります。
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土砂災害警戒
区域等の指定
状況
町内６か所が北海道から指定

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
平
成
27

年
２
月
６
日
に
、
え
り
も
町
内
の
６
箇
所

が
北
海
道
か
ら
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

の
指
定
を
さ
れ
ま
し
た
。（
右
下
の
表
）

煙
こ
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
は
、
次

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す

①
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の

身
体
に
危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る

区
域
で
す
。

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

建
築
物
に
危
害
が
生
じ
、
住
民
の
生
命

ま
た
は
身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
特
定
の
開
発
行
為
に

対
す
る
許
可
制
、
建
築
物
の
構
造
規
制

等
が
行
わ
れ
る
区
域
で
す
。

煙
お
住
ま
い
の
地
域
が
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
範
囲
で
あ
る
か
を
知
る
に
は

詳
細
な
図
面
等
を
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

②
役
場
２
階
企
画
課
窓
口
で
縦
覧
す
る

※
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

45

30

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
の
み

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
と
は

土
砂
災
害
（
急
傾
斜
地
の
崩
落
・

地
す
べ
り
・
土
石
流
）
か
ら
住
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
土

砂
災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

自然現象の種類所在地箇所名

急傾斜地の崩落
えりも町

字本町

えりも

本町１－１芋

急傾斜地の崩落
えりも町

字本町

えりも

本町３

急傾斜地の崩落
えりも町

字笛舞

えりも

笛舞

急傾斜地の崩落
えりも町

字笛舞

えりも

笛舞１

急傾斜地の崩落
えりも町

字笛舞

えりも

笛舞２

急傾斜地の崩落
えりも町

字笛舞

えりも

近浦２

葛指定された箇所

架 企画課防災係（緯隠4612）

障がい者相談支援事業所「ういず」
をご利用ください

町では、障がいのある方の困りごとや相談

に答えるため、相談支援事業所「ういず」へ

支援業務を委託しています。「ういず」では、

来所や電話、訪問による相談のほか、月に１

度、役場保健センターで巡回相談を行ってい

ます。一般的な相談は無料ですので、お気軽

にご利用ください。

1月18日10月19日7月２１日4月20日

2月15日11月16日8月１７日5月１８日

3月22日12月21日9月24日6月15日

巡回相談日程（時間：午前１０時～正午）

※６月15日と１月１８日の巡回相談は、都合

により役場２階集団指導室で行います。

障がい者相談支援事務所「ういず」

萎057-0032浦河町向が丘西２丁目568-66

雑/鯖0146影6246糸uizu@u-kouyouen.jp
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旧氏 名新

税務課課税係佐々木 大 輔財政係兼情報管理係総務課
社会教育課社会教育係高 橋 未 希財政係

国保診療所総務係長松 浦 弘 典防災係長企画課
保健福祉課介護福祉係武 田 美 佳広報係長

産業振興課長補佐兼風の館管理係
長（兼農業委員会事務局長）

上 島 正 人課長税務課

新採用根 上 賢志郎課税係

産業振興課農産係長（兼農業委員
会庶務係長兼農地係長）

佐々木 雅 也納税係長

総務課財政係諸 澤 海 里社会係兼年金係町民

生活課 学校教育課学校教育係兼学校管理係田 中 克 樹環境生活係兼社会係

新採用福 井 康 悦中央保育所保育所
新採用野 阪 莉 沙中央保育所

新採用吉 田 紗百合中央保育所

庶野保育所岩 間 千 夏えりも岬保育所

新採用片 柳 真 也庶野保育所

保健福祉課介護福祉係長西 野 勇 一高齢者福祉係長兼障がい福祉係長保健

福祉課 保健福祉課介護福祉係兼保健予防係
兼地域包括支援センター介護支援係
兼居宅介護支援事業所居宅業務係

高 岸 太
高齢者福祉係兼障がい福祉係兼介護
保険係兼保健予防係兼保健指導係兼
地域包括支援センター介護支援係

企画課防災係長谷 辻 洋介護保険係長

新採用富 本 康 太
介護保険係兼高齢者福祉係兼障がい福
祉係兼地域包括支援センター介護支援
係兼居宅介護支援事業所居宅業務係

保健福祉課医療給付係兼保健予防係明 神 孝 幸医療給付係兼保健指導係兼保健予防係

上 島 正 人(兼)会計管理者兼出納室長出納室

出納係（再任用）川 崎 茂出納係（再任用）

社会教育課社会教育係長武 田 健大郎農産係長産業

振興課 新採用山 口 聖 人農産係兼林務係

建設水道課建設管理係長中 川 雅 三商工観光係長兼風の館管理係長

産業振興課商工観光係澤 田 隼 行商工観光係兼風の館管理係

産業振興課風の館管理係三 國 元 大商工観光係兼風の館管理係

税務課納税係長木 村 学建設管理係長建設

水道課 総務課財政係兼情報管理係神 保 太 輔建築管財係

町民生活課社会係兼年金係三 浦 香菜子水道係兼下水道係

産業振興課商工観光係長運 上 英 幸総務係長診療所

町民生活課環境生活係兼社会係中 澤 宏 誌学校管理係兼学校教育係教育

支援課 建設水道課水道係兼下水道係山 本 香奈枝学校教育係兼学校管理係

企画課広報係長増 田 仁社会教育係長兼児童クラブ係長

新採用長谷川 佑 介社会教育係

社会教育課長渋 田 浩 二児童クラブ係（再任用）

学校教育課学校管理係兼学校教育係横 山 由 季文化図書係兼社会教育係

石 川 慎 也(兼)事務局長農業

委員会 武 田 健大郎(兼)庶務係長兼農地係長

山 口 聖 人(兼)庶務係兼農地係

税務課長斉 藤 昌 文定年退職（平成27年３月３１日付）

建設水道課建築管財係水 上 友 子定年退職（平成27年３月３１日付）

平成２７年４月１日付

人事異動
町は、４月１日付で人事異動を行いました。また、「保健福祉課介護福

祉係」は「介護保険係」・「高齢者福祉係」・「障がい福祉係」に、「学校教

育課と社会教育課」を合体し「教育支援課」に課・係を再編しました。
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と
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保健センター
緯②4630

保健福祉課
緯②4622

こんにちは

保健師です
春
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職
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や
家
庭
環
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、
人
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る
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で
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レ
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」
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。
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が
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。
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し
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周
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か
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こ
と
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気
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和
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で
き
ま
す
。
聴
く
と
き

は
、
相
手
を
否
定
し
た

り
、
こ
ち
ら
の
意
見
を

一
方
的
に
話
し
た
り
し

な
い
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
相
手
の
立
場
に
立

ち
、
気
持
ち
を
理
解
し

な
が
ら
共
感
的
な
姿
勢

を
示
し
、
じ
っ
く
り
と

相
手
の
話
に
耳
を
傾
け

て
い
く
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と
が
大
切
で

す
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発
症
す

る
こ
と

に
な
り

ま
す
。

樺「こうすべきだ」と決めつけたがる

勝手にハードルを作り、自分を追い

込んでしまう。

樺ものごとに極端に白黒をつけたがる

少々の失敗で、もうダメだと思って

しまう。

樺一度の失敗や良くない出来事にとら

われる

「また次も同じことがおこるのでは」

と不安になってしまう。

樺強すぎる責任感

なんでも自分だけのせい、自分の非

のように感じてしまう。

樺深読みのしすぎ

他人の言葉や態度に、裏や魂胆があ
こんたん

ると思ってしまう。

こんなクセありませんか？
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４月の保健メモ
場所：竃…保健センター 椛…町立診療所

予約：保健センター（緯渦4630）

２日牙・5/7牙 椛予防接種（２種混合）

【時間】 午後３時30分～４時30分

【予約】 前の週の金曜日までに

８日我・22日我 竃浦河ひがし町診療所巡回診療

【時間】 午後１時30分～２時30分

【予約】 上記診療所へ（緯0146影7800）

９日牙・30日牙 竃予防接種

【時間】・ＢＣＧ/ポリオ

午後１時4０分～１時50分

・ヒブ/小児用肺炎球菌（同時接種可）

午後１時50分～２時

・４種混合

午後２時10分～２時20分

・水痘/麻しん風しん混合（同時接種可）

午後２時3０分～２時50分

【予約】 実施日の２日前まで

１4日峨 竃乳幼児健診

【時間】 午後８時50分～１１時

１８日臥 竃肝がん検診

【時間】 午前８時～１2時

21日峨 特定健診・がん検診

【時間】 庶野生活館 午前６時～７時30分

目黒生活館 午前９時～９時１５分

22日我 特定健診・がん検診

【時間】 午前６時～７時30分

【会場】 えりも岬林業総合センター

23日牙・24日画 竃特定健診・がん検診

【時間】 午前６時～10時 ※２４日は９時まで

町外で予防接種ができる医療機関

煙浦河赤十字病院

【内容】 ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘、麻しん

風しん混合

【予約】 上記病院小児科（緯0146影5111）

煙広尾町ファミリークリニック

【日時】 水曜日：午前１１時～１１時30分

木曜日：午後４時～４時３０分

【内容】 ４種混合、ヒブ、小児用肺炎球菌、麻

しん風しん混合、水痘、２種混合

【予約】 実施の２日前までに、上記クリニック

へ（緯01558渦2700）

高齢者肺炎球菌
予防接種助成

架保健福祉課保健指導係 緯渦4630

肺炎の予防に有効である、肺炎球菌予防

接種について、費用の助成を行います。

かかりつけの医師に相談して、接種を受

けてください。

煙助成の対象者

えりも町に住民票がある方で、どちらか

一方に当てはまる方

臼６５歳以上の方

渦６０歳以上６５歳未満で心臓、腎臓、呼吸

器の機能、またはヒト免疫不全ウイル

スによる免疫機能の障害をお持ちの方

煙助成する金額と回数

１人5,000円で生涯１回

煙接種できる場所

電話番号指定医療機関名

2-2265えりも町国保診療所

4-2219庶野診療所

0146-22-5111浦河赤十字病院

0146-22-2501勤医協浦河診療所

0146-36-3101三和医院（様似町）

01558-2-3111広尾町国保病院

01558-2-0223広尾クリニックつつみ

01558-2-2700広尾ファミリークリニック

※指定医療機関以外での接種

えりも町に住所のある方で長期入院、長

期施設入所等により、指定医療機関以外で

接種を希望する場合は、手続きが必要とな

ります。必ず接種前にご連絡ください。

煙予約のしかた

直接指定医療機関へ

煙窓口負担額

該町国保診療所、庶野診療所で接種

2,000円（助成前は7,000円）

該上記以外の指定医療機関で接種

直接、医療機関へご確認ください
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防災

情報版

疫

今月から新年度がはじまり、新しい生活に胸を

踊らせている方々も多いでしょう。新しくえりも

町に来た方や、進学や就職などで、えりも町外で

の生活を始めた方もいるかもしれません。

今月号の防災情報版では、緊急地震速報のしくみ

と利用方法を整理しましょう。家庭や職場で強い

揺れを感じた際に、身の安全を確保できる場所が

あるか、避難の妨げになる場所に物が置かれてい

ないかなど、改めて確認するきっかけとなれば幸

いです。

地震が発生すると、発生場所（震源）から周囲に

地震の波が伝わります。緊急地震速報は、震源に

近い数点の地震計のデータから地震の大きさと場

所を推定し、遠く離れた場所での揺れの大きさと

到達時間を瞬時に計算して、速報するしくみです。

緊急地震速報を受信してから強い揺れが来るま

では、長くても数十秒しかありません。あわてず、

身の安全を確保することが重要です。家庭や職場

では、大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに

隠れること、扉を開けて避難路を確保することが

重要です。ただし、慌てて外に飛び出すと、落下

物や交通事故などの危険性もありますので注意し

ましょう。屋外では、塀やガラスから離れること、

落石やがけ崩れに注意することが重要です。車を

運転中であれば、道路状況を確認してゆっくり停

車させましょう。ただし、周囲の車が情報に気づ

いていない可能性があるので、急ブレーキや急ハ

ンドルは危険です。

日本は世界的にも地震が多い国です。しかし、

現実的に意味のある精度で地震の大きさや発生時

期を事前に予測することは、残念ながら現在はま

だ困難です。利用できる情報の性質を知り、日々

防災の意識を高めておくことで、被害を最小限に

食い止めることができます。

山田 卓司

茨城大学理学部・准教授

一般書

いのちのことば

ゆるい生活

おかんメール １～３

どうぞ、お気軽にご利用ください。

架福祉センター図書室 緯渦2526

緊急地震速報のしくみと

利用方法

こ
こ
で
一
句

え
り
も
吟
社

児童書

佐藤 初女

群 ようこ

扶桑社

海中大探検外

ここにいるよ外ナメクジ

妖怪いじわるひょうしき

井上 よう子

皆越ようせい

土屋 富士夫

日本の勝機

悲嘆の門 上・下

オネスティ

櫻井 よしこ

宮部 みゆき

石田 衣良

本当に食べたいガッツリ男子ごはん

牛尾 理恵

イラストストーリ妖怪ウォッチ

小学館

はじめてのヘアアレンジめちゃかわテク

榊 美奈子
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娃
娃
娃
娃
娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃
娃

娃

哀 哀 哀 哀 哀
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本
失敗は許されない。敗北も許されない。Ｓ

ＡＴが最後の砦だ！新人警察官の柿田亮は

上司の勧めでエリート集団の機動隊を志望

するが―著者が初めてＳＡＴ（特殊急襲部

隊）に挑んだ警察小説。朝日新聞好評連載

の単行本化。

精鋭
著者 今野 敏

図書室マスコット

キ ャ ラ ク タ ー

BOOK(ブック)くん

図書室だより

おすすめの

え
り
も
町
指
定
文
化
財

猿
留
山
道

芽

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

先
月
に
引
き
続
き
「
東
行
漫
筆
」

（
一
八
○
九
・
新
井
保
恵
）
か
ら
紹

介
し
ま
す
。

「
５
月

日
ホ
ロ
イ
ヅ
ミ
出
発
。

３０

１４

㎞

ほ
ど
で
ア
フ
ツ
小
休
所
。
羽
目

板
屋
根
で
、
内
側
は
腰
掛
の
よ
う
に

作
っ
て
あ
る
。
上
の
部
屋
は
二
間
四

間
、
次
の
部
屋
も
二
間
四
間
。
こ
こ

か
ら
エ
リ
モ
の
先
が
よ
く
見
え
る
。

途
中
に
シ
ョ
ウ
ヤ
に
行
く
道
が
あ

る
。
山
道
を
登
り
つ
め
る
と
左
側
に

沢
が
あ
り
下
る
の
が
大
変
遠
く
感
じ

る
。
下
り
つ
め
る
と
小
川
が
あ
り
、

サ
ル
ル
川
の
支
流
シ
ョ
チ
ケ
ウ
ト
ル

マ
と
い
う
。
少
し
行
く
と
「
よ
し
ず

だ
れ
」
の
小
休
所
が
サ
ル
ル
川
の
縁

に
仮
に
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
川

を
舟
で
渡
る
が
徒
歩
で
引
く
。」

記
述
か
ら
、
猿
留
山
道
に
設
置
さ

れ
た
小
休
所
に
は
二
部
屋
あ
る
も

の
、
仮
設
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
猿
留
川
を
渡
る

際
に
は
、
お
そ
ら
く
道
案
内
の
ア
イ

ヌ
ら
が
舟
（
丸
木
舟
ま
た
は
木
造
船
）

を
引
い
て
渡
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。猿

留
（
現
・
目
黒
）
に
標
識
杭
が

あ
り
そ
こ
に
は

「
こ
れ
よ
り
志
や
う
や
（
庶
野
）
へ

三
里
十
六
丁
五
十
間

保
ろ
い
つ
ミ

（
幌
泉
）
へ
六
里
二
十
六
丁
五
十
間

新
道
山
道

こ
こ
か
ら
北
ヒ
ロ
ウ

（
広
尾
）
五
里
二
十
四
丁

新
道
懸

り

最
上
徳
内

小
林
卯
十
郎

寛

政
十
一
年
未
年
八
月
」
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
標
識
杭
か
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
距
離
が
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
山
道
を
丁
寧
に
作
ろ
う

と
し
、
罷
免
さ
れ
た
最
上
徳
内
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値

し
ま
す
。

デンさんは「ウルトラマン」の製

作スタッフ。今日は監督に呼ばれ

て、スタジオ内を歩きまわりま

す。当時の特撮技術を詳しく紹介

した絵本です。

ウルトラマンをつくった
ひとたち
著者 いいづか さだお

新刊

焔開室日時
月・水曜日～日曜日

午前９時～午後５時

焔閉室日
火曜日・祝日・年末

年始

情報
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交通事故をなくし安全な町づくり

福祉センターで３月２日、「第４５回えりも町交通安全住民大会」が行われ、町民や関係団体の方々１５０

人が参加しました。この大会は、町の交通安全運動推進協議会や交通安全協会が中心となり、交通事故

のない安全で住みよい町づくりを目指して、毎年行われています。

開会式では、交通事故犠牲者への黙とうが捧げられ、続いて岩本町長と来賓で浦河警察署の鈴木耐署

長があいさつをしました。表彰式では、交通安全の推進に貢献された方々へ町長から表彰状を贈りまし

た。また、交通安全作文コンクール入賞者の代表として、小松紗菜さん(庶野小５年)、鎌田愛美さん(え

りも岬小６年)、大坂陽さん(えりも中３年)が、交通安全の大切さを書いた作文を発表しました。
ひなた

大会の最後は、新成人代表の野阪莉沙さんが大会宣言を読み上げ、交通事故の根絶を誓いました。

昭
和

年
１
月
に
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ

５８

ン
ク
で
開
か
れ
た
、道
民
ス
ポ
ー
ツ
・
日

高
管
内
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
で
は
、
え

り
も
チ
ー
ム
が
準
優
勝
。
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
導
入
の
東
洋
小
学
校
校
舎
が
完

成
し
て
、
３
月
か
ら
新
校
舎
で
の
授
業

が
ス
タ
ー
ト
。
新
年
度
予
算
に
は
、
え

り
も
高
校
用
地
造
成
費
を
計
上
し
た
。

４
月
の
町
議
選
挙
は
、
議
員
定
数
１８

人
に
新
人
３
人
を
含
む

人
が
立
候
補

１９

し
、
３
選
を
目
指
し
た
現
職
が
落
選
。

改
選
後
の
初
議
会
で
、
議
長
に
砂
原
武

士
氏
を
再
選
。
５
月
に
は
、
え
り
も
小

４
～
６
年
生

人
が
「

ザ
・
ギ
ネ
ス
・
長

９０

昭和5８年広報紙
で見る町の歩み

主な出来事

歌別・東洋両漁港の起

工など

表紙

昭和58年６月上旬号

ギネス長なわとび世界一

用具倉庫の床の傷みが解消される

用具倉庫床の腐食に悩む東洋小学校に様似町の池

田建設株式会社は２月２５日、床の補修を行いまし

た。２時間ほどの作業で抜け落ちそうだった床は、

丈夫な床へ生まれ変わりました。また、同社は先生

や児童が入口の段差で用具の出し入れに苦労してい

ると聞き、新しくスロープも製作しました。

池田建設株式会社が社会貢献

傷んだ床を補修する作業員の皆さん

３

２

課開会式で挨拶をする岩本町長嘩祝辞を述べる

浦河警察署の鈴木耐署長

課

第４５回交通安全住民大会

嘩

交通安全作文コンクールで中学生の部特選の大

坂陽さんが発表

２

25
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TownNews
町の主な出来事

涼しい夏は町の大きな魅力

生涯学習推進協議会主催の講演会が３月７

日、福祉センターで開催されました。

講師は気象予報士の菅井貴子さんで、北海道

文化放送（ｕｈｂ）の番組でお天気コーナーに

出演しています。講演は「気候から見たえりも

町と北海道の魅力」と題し、全国各地の放送局

で勤務した経験と気象予報士ならではの視点で

お話していただきました。

この中で菅井さんは「えりも町で気温が２５度

を超えた日は、観測開始から２回だけ」と解説、

「マラソン選手にとって最高の環境が、えりも

町にあります」と、涼しい気候を生かした地域

活性化や町の新たな魅力を紹介しました。

穏やかな口調に時折ユーモアを交えた分かり

やすいお話に、集まった約５０人の方々は聞き

入っていました。

生涯学習講演会

新入学児童の交通安全を願い

小学校にこの春入学する児童へ、えりもロー

タリークラブは、黄色いランドセルカバー４７枚

を贈りました。３月１０日、教育委員会で寄贈式

が行われ、築紫副会長から校長先生へ手渡され

ました。この寄贈は、子ども達の交通安全を願

い、入学時期に合わせて４０年以上行われていま

す。築紫副会長は「児童の交通事故防止につな

がればうれしいです」と話しました。

黄色いランドセルカバーを寄贈

築紫副会長（右から３番目）とともに

記念撮影。ランドセルカバーは、入学

式に新１年生へ贈られます

な
わ
と
び
世
界
一

」
に
挑
戦
し
、

回
９７

跳
ん
で
世
界
新
記
録
を
更
新
し
た
。

え
り
も
岬
緑
化
事
業
推
進
協
力
を
目

指
し
て
、
町
漁
協
が
主
体
と
な
っ
て
５

月
に「

え
り
も
岬
の
緑
を
守
る
会

」が

発
足
。
７
回
目
を
迎
え
た
６
月
の
「
し
ゃ

く
な
げ
・
つ
つ
じ
祭
り

」
に
は
、
町
内
外

か
ら
３
千
人
が
来
園
し
て
盛
況
。

７
月
に
は
、
浦
河
港
で
開
催
の
日
本

水
難
救
済
会
北
海
道
救
難
訓
練
大
会
で

庶
野
救
難
所（

大
場
幸
一
所
長

）が
優

勝
。
小
規
模
校
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し

て
、目
黒
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、

中
体
連
日
高
大
会
で
優
勝
。「

少
年
の

主
張
日
高
大
会

」
で
、
え
り
も
岬
中
３

年
の
藤
田
ゆ
か
り
さ
ん
が
優
勝
。

「

第

回
日
勝
青
年
交
歓
ス
ポ
ー
ツ

２５

大
会

」が
７
月
、
十
勝
・
忠
類
村
で
開
か

れ
、
え
り
も
チ
ー
ム
が
駅
伝
競
技
で
優

勝
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
準
優
勝
を

達
成
。
８
月
に
は
、歌
別
・
東
洋
両
漁
港

の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
待
望
の
建
設
工

事
が
ス
タ
ー
ト
。

本
町
商
店
街
の
店
舗
配
置
計
画
が
決

ま
っ
て
、
え
り
も
の
顔
づ
く
り
が
大
き

く
前
進
。

月
、
え
り
も
岬
小
学
校
開
校

１１

１
０
０
周
年
、
同
中
学
校

周
年
を
地

３５

域
ぐ
る
み
で
祝
い
一
層
の
飛
躍
を
期
待
。

月
の
町
長
選
挙
は
、
無
投
票
で
佐
々

１２木
隆
人
氏
が
４
選
を
果
た
し
た
。

３

７

３

10

「四季折々豊かな気候の北海道は、気象

予報士にとって魅力的。でも予報は難し

いです」と話す菅井さん
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防犯 空き家

例年、雪解けを迎える４月から、自転車を

利用する機会が増え、自転車の盗難被害が増

加します。

煙大切な自転車を盗難被害から守るために

自転車に元々付いている鍵以外にも、Ｕ字

型鍵やワイヤー鍵などの丈夫な鍵を付けるな

ど「ツーロック」にしましょう。

煙被害に遭ったときの早期発見のために

該自転車の防犯登録をしましょう。

該防犯登録の手続きは、自転車の販売店で

取り扱っています。

該防犯登録をすると、防犯登録番号や車体

番号から持ち主がわかるので、万が一盗難

被害に遭った場合でも、被害回復の可能性

が高くなります。

架緯０１４６影０１１０

煙購入を希望される方

左記連絡先の所有者へ連絡して、直接交渉

・契約を行います。

煙空き家情報の登録とお問い合わせ

上記のお問い合わせ先まで。

空き家を有効活用

空き家情報登録制度

浦河警察署

自転車には防犯登録と

ツーロックを 架町民生活課環境生活係

緯渦4621

住宅
公営・町営住宅の
入居者を募集

架建設水道課建築管財係
（緯隠2114）

町では公営住宅等の入居者を募集していま

す。随時募集の入居は先着順です。

煙入居者資格（次の要件をいずれも満たす方）

町営公営

冊冊現に住宅に困っていること

冊冊町税を滞納していないこと

冊冊暴力団員でないこと

－冊
同居の親族のあること

（単身入居は条件有り）

－冊収入が基準以下であること

煙お申し込み・入居決定

申請書と必要書類を添えて、上記お問い合

わせ先へ提出してください。

資格審査後、入居を決定します。

家賃（円）間取
空き
戸数

団地名謂

5,200～10,2002DK2近浦1

16,300～32,1002DK１大和Ａ2

20,700～40,6002DK２大和Ｃ３

16,100～31,6002DK１夕陽ヶ丘４

4,800～9,5003DK２東洋５

4,100～14,200
2DK

3DK
５

えりも岬

Ａ
６

4,100～9,2002DK３庶野Ａ７

6,400～13,0003DK２庶野Ｂ８

21,300～41,9003LDK２庶野Ｂ９

5,000～9,9002DK３目黒10

6,800～11,8003DK１
苫別

※町営
11

※別途管理費が1,000円（謂２～４は500円）
かかります。

※随時入居のため、掲載からお申し込までの

間に、入居済みとなる場合がありますので、

ご了承ください。

土地（宅地）

※福祉センター近く、水道設

備有

物件内容

216.18㎡面積

字本町住所

中村さん 緯隠2955連絡先

売却希望その他

渇物件情報
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医療
町立診療所と庶野診療所の診療表

4月6日～5月8日

４月６日から５月８日までの

診療は、右表のとおりです。

また、町立診療所の診療表

は、町の公式ホームページから

も確認できます。トップページ

から国民健康保険診療所へアク

セスしてご覧ください。

なお、都合により診療表が変

更となる場合もあります。ご了

承ください。

煙受付時間

該町立診療所

午前８時30分～11時30分

午後１時～４時30分

該庶野診療所

午前９時～1１時30分

午後２時～４時30分

煙診察表の見方

○…診察

●…３時まで診察

▲…３時30分から診察

検…検査

休…休診

架町立診療所(緯渦2265)/庶野診療所(緯唄2219)

相談

煙相談日・会場

５月19日峨、６月16日峨 保健センター

※要事前予約（平日午前10時～午後４時）

煙相談時間（４月より変更）

午後１時30分～午後４時

お問い合わせ・予約先

緯0146泳8373

無料法律相談

ひだか弁護士相談センター

庶野

診療所

町立診療所

小児科外科内科

午後午前午後午前午後午前午後午前

休休○○○休○○４/６鉦

休休○○○○検検４/７鍾

休休○○○○○○４/８鐘

休休▲○休○○○４/９障

休休○○休○休○４/10鞘

○休○休○○○○４/13鉦

○○○○○○検検４/14鍾

○○○○休休○○４/15鐘

○○○○休休○○４/16障

●○休○休休○○４/17鞘

休休○○○○○休４/20鉦

○○○○○○検検４/21鍾

○○○○○○休○４/22鐘

○○○休休○○○４/23障

休○休○○○休○４/24鞘

休休○○○休休○４/27鉦

休休○○休○検検４/28鍾

休（昭和の日）４/29蕉

休休▲○休○○○４/30障

休休○○休○休○５/１鞘

休（憲法記念日）５/４蕉

休（こどもの日）５/５蕉

休（みどりの日）５/６蕉

休休○○休○○○５/７障

休休休○休○○○５/８鞘

免許

煙講習日・会場

４月８日我 福祉センター

煙講習時間

該優良 午後１時～１時30分

該一般 午後２時～３時

架町民生活課環境生活係

緯渦4621

運転免許更新時講習
優良・一般
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募集

煙海上保安学校学生採用試験（特別）

架浦河海上保安署 緯0146影9118

【受験資格】

該平成27年４月１日において高等学校または

中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して

６年を経過していない者

該平成27年９月までに高等学校または中等教

育学校を卒業する見込みの者

該人事院が前記に掲げる者と同等の資格がある

と認める者

【受付期間】

該インターネット ４月１日我～８日我

該郵送又は持参 ４月１日我～３日画

【第１次試験】

平成２７年５月１７日蚊

煙国税専門官（大学卒業程度）

架浦河税務署 緯0146影4131

【受付期間】

４月１日我９時～13日俄 ※受信有効

【申込方法】

インターネット

http：//www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

【試験日】

該第１次試験 ６月７日蚊

該第２次試験 ７月14日峨～７月22日我のう

ち指定する日

３日鞘 えりも岬保育所入所式（9：30～）

庶野保育所入所式（10：30～）

４日上 中央保育所入所式（9：30～）

７日鍾 笛舞小学校入学式（10：00～10：40）

えりも小学校入学式（11：00～11：30）

東洋小学校入学式（10：00～10：30）

えりも岬小学校入学式（10:00～10:40）

庶野小学校入学式（10：30～11：10）

８日鐘 えりも中学校入学式（9:00～）

えりも高等学校入学式（13:30～）

12日醤 風の館町民無料開放日（9：00～17:00）

20日鉦 百人浜オートキャンプ場オープン

（10：00～）

２7日鉦 スポーツ公園オープン（～10/31）

29日刷祝 第５回えりもうにまつり

（スポーツ公園/9：00～14：00）

４月の行事

ご厚志に感謝

焔大 場 勝 人さん（庶野）

えりも町社会福祉協議会へ

東庶野自治会へ

焔川 上 司さん（本町）

本町自治会へ

本町自治会婦人部へ

焔藤 田 俊 広さん（えりも岬）

やまと苑へ

えりも岬老人クラブへ

焔加 藤 健さん（大和）

西えりも連合自治会へ

西えりも老人クラブへ

焔渋 田 いづみさん（新浜）

新浜自治会へ

新浜自治会女性部へ

新浜老人クラブへ

焔熊 谷 英 一さん（本町）

中央自治会へ

本町老人クラブ親友会へ

焔西 野 哲さん（庶野）

やまと苑へ

西庶野自治会へ

30,000円

50,000円

50,000円

30,000円

50,000円

30,000円

50,000円

30,000円

50,000円

30,000円

30,000円

30,000円

20,000円

50,000円

50,000円

焔えりも町商工会女性部（本町）

中央保育所へ ボックスティッシュ 120個

介護保険料率は1.58％（－0.14％）と、健康保険

料率は引き上げざるを得ない結果となりました。

煙ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型抗体検査

架浦河保健所 緯0146影3071

【検査内容】

血液検査（５ミリリットルの血液を採血）

【検査日（予約受付期限）】

該４月８日卯 （４月６日迂昼の１２時まで）

該５月13日卯 （５月11日迂昼の１２時まで）

【お申し込み】

上記予約受付期限までにお電話などで。

煙工事等入札結果（２月執行分）

架建設水道課建設管理係 緯隠2114

普通河川ノツナイ川改修工事

佐原建設有限会社 1,680,000円（税抜）
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煙春の全道火災予防運動が始まります外

架消防えりも支署 緯隠2038

「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」

を全国統一防火標語に掲げ、平成２７年４月２０日

俄から３０日牙までの１１日間、春の全道火災予防

運動が実施されます。

この運動は、町民の皆さんに火災予防の意識

を高めていただくことにより、火災の発生・拡大

を未然に防止し、尊い生命と貴重な財産を火災

から守ることを目的としています。

季節が冬から春へと移り変わるこの時期は、

空気が非常に乾燥し、火災が発生しやすく、出

火した際には大火になりやすい傾向にあります。

身のまわりで起きている火災のほとんどは、

火を取り扱う人のちょっとした不注意や油断が

原因で発生していますので、火気管理には十分

注意し、出火防止に努めてください。

煙スマートフォンを安心安全に使うために

架北海道総合通信局電気通信事業課

緯０11-709-2311（内線4706）

満18歳未満の子供のスマートフォン（以下ス

マホ）利用には、利用時期の見極」が大切です。

スマホはアプリケーション（以下アプリ）で

多様な使い方ができることから、インターネッ

ト全般を使いこなす力（ルールやマナーを守る

社会性、責任感、自制心等）が必要です。子供の年

齢や成長度合いで保護者の方が利用時期を見極

めながら、子供向けスマホの利用や、フィルタリ

ング ・機能制限等、学齢に合った適切な対応

を行ってください。

煙協会けんぽ 平成27年度保険料率改定

架協会けんぽ北海道支部 緯011-726-0352

衆議院の解散に伴い、平成２７年度政府予算編

成が遅れたことから、平成２７年度の健康保険料

率ならびに介護保険料率の決定が遅れました。

このため、保険料率の変更が例年より１カ月

遅れの４月分（6月1日納期分）からとなります。

２７年度の健康保険料率は１０.14％（＋0.02％）、

暮らしの
掲示板

４
お知らせ

２月末の人口と世帯数

人 口 5,137人（－８）

男：2,570人（－３）

女：2,567人（－５）

世帯数 2,168世帯（－３)

※外国人含む、（ ）内は前月比

２月末の人口動態

出生３人 死亡５人 転入９人 転出15人

自治会役員の皆さまへ

お願い

自治会の役員、班長、世帯数などに変

更がございましたら、お手数でも企画

課広報係（緯渦4612胃渦4633）まで。

今月の表紙

写真は、３月１３日に挙行された、えりも

中学校卒業証書授与式の様子です。

卒業生は、校長先生から授与された卒業

証書をしっかりと受け取っていました。

消防えりも支署では、火災予防啓発の

一環として、期間中、毎日昼の１２時５

分に町内全地区一斉に防災無線のサイ

レンを吹鳴します。

えりも中学校卒業証書授与式
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北海道・えりも町企画課 住所：北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地 電話：０１４６６-2-4612

Eメール：erimo@sage.ocn.ne.jp FAX：０１４６６-2-4633 発行日：平成２7年４月２日

橋
はしもと

博生くん
ひろき

えりも岬・Ｈ26.4.30生

善博さん/春香さん

町の公式ホームページは、スマートフォンにあわせたサ

イズもご用意しております。右のバーコードを読み取り、

アドレスを取得してください。

ホームページではカラーの広報えりもがご覧になれます。

スマート

フォン版の

ホームページ

投票できる人葛平成７年４月１３日

以前に生まれた人（満２０歳）で、

平成２６年１２月25日以前（道議会議

員は、平成２７年１月２日以前）に

えりも町役場に転入届けを提出

し、引き続き３か月以上居住して

いる人。

期日前投票

知事葛３月27日鞘～４月１１日上

道議葛４月４日上～４月１１日上

時間葛午前８時30分～午後８時

場所葛役場議員控室（３階）

投
票
日

知事・道議会議員選挙

４ 12月 日 蒸
午前7時～午後7時

投票できる人葛平成７年４月27

日以前に生まれた人（満２０歳）で、

平成２7年１月20日以前にえりも

町役場に転入届けを提出し、引き

続き３か月以上居住している人。

期日前投票

４月22日鐘～４月25日上

時間葛午前８時30分～午後８時

場所葛役場議員控室（３階）

架えりも町選挙管理委員会

緯隠2112

投
票
日

えりも町議会議員選挙

４ 26月 日蒸
午前7時～午後7時

開
票
福祉センター大会議室

午後8時～

開
票
福祉センター大会議室

午後8時～

え
り
も
町
議
会
議
員

知
事
・
道
議
会
議
員

選挙
に行こう外

お姉ちゃんと遊ぶのが

大好きです鎧

月生まれ

えりもの子

すくのび

４

笑顔を掲載

広報えりもでは、広報発行月に１歳

のお誕生日を迎えるお子さまの写真を

掲載しています。誕生月の前々月末

頃、企画課広報係からご家族あてにお

写真掲載のご依頼をいたします。ご協

力お願いいたします。


